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　日本拳法は、故澤山宗海宗家が昭和 7年に日本で初めて防具着装による
実戦の拳法を創始されたことにその歴史を発しています。安全な防具を着
装することにより、突き・蹴り・投げ・逆捕りのすべての実戦練習が可能
となり、格闘技の神髄を追求すべく日本拳法が誕生しました。
　従来、突き・蹴り技は格闘技の歴史の始まりである古代相撲においても、
戦国時代の武家の体術である柔術においても重要な決め技であったのです
が、安全性を重視するために次第に禁じ手とされてきました。
　また、中国から沖縄に渡来して発展した唐手もその強力な打撃力のため、
形稽古または寸止めにての組手稽古をせざるを得ませんでした。剣術が江
戸時代に防具が創案されてから飛躍的にその技術が発達したのと同様に、
日本拳法も突き・蹴りの実戦の拳技をみがくために必然的に発生した武道
といえます。
　現在の日本拳法は 3 本勝負法で勝敗が決せられます。つまり、2 本先取
りした方が勝ちとなります。この 1 本は防具着装部（面・胴）に形にのっ
とった強烈な突き・蹴りが決まった場合に認められます。この認定は公平
を期するために、3 人の審判員の 2 人以上の認定を必要とし、観客に分か
り易くするために、審判員の意志表示は旗によって進行いたします。
　また、次のような場合も 1本と認定されます。
　1．相手の体を組み敷いて、型どおりの空突き・空蹴りを決めたとき。
　1．逆技を決め、審判が認めるか、相手が参ったの意志表示をしたとき。
　1．相手の体を自分の肩の高さ以上に持ち上げたとき。
　1．相手が故意に場外に逃げ出したとき。
　その他、詳しい競技規則は後述する大会試合規定をご参照の上で、日本
拳法の競技をお楽しみ下さい。

日本拳法宗家

故　澤　山　宗　海　先生

日 本 拳 法 概 説
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日本拳法を初めてご覧になる方のために 
日本拳法は、拳技および蹴技の他に組技(投げ技、関節技)を加えた独自のスポーツであります。 

特色 

防具を使用することによって被撃傷害をなくし、選手が自由に、力一杯に試合を行い得る様にな

っています。防具は面、胴、股当てを用い、手はグローブをはめて試合を行います。この防具によっ

て、かつてはできなかった蹴技を混えた拳法の試合が可能となったのであります。 

試合に見られる主な技 

●拳技 

①直突き＝ボクシングのストレートに相当するもので、専門的には素突(ボクシングのストレートに殆

ど同じ)、捻突(空手の突によく用いられるもの)、波動拳(手首の捻転力を最大限に利用する日本拳

法独自の突き)等の種類があります。 

②横打＝ボクシングのスイング・フックの類。 

③外打＝いわゆるバックハンドで横打と反対の方向へ外側に向かって打つ打法。 

④斜打＝横打の要領で、斜めに拳を打ち下ろす打法。 

⑤場打＝ボクシングのアッパーカットに相当。 

●蹴技 

①突蹴＝足で突く様にする蹴り方で、日本拳法では一番よく使われます。 

②揚蹴＝下から蹴り揚げる蹴り方。 

③横蹴＝横から回して蹴る。 

④膝蹴＝相手に組みついた際などに使う。膝頭による蹴打。 

⑤踏蹴＝倒れた相手などに用いる踏みの蹴。 

●防御技 

以上の拳、蹴技に対しては、体とかわしと受手で防ぎます。かわしには、反身、退身、側身、開身、

沈身、潜身の 6 つと、受手には横受、上受、下受、掬受の 4 つがあり、これが様々に応用され、また

かわしと受が一緒になって防技となります。 

組打ち技にも色々がありますが、ここでは省略します。 

試合のみどころ 

●体力の優れた選手は、投げ技、関節技等によって相手を制して技を決めようとするのに対し、非

力のものは組み技を避けて挙足でする突き、蹴り等にて勝ちを制しようとしますので、その作戦の巧

拙を見ると非常に興味深いものがあります。 

●選手が狙うチャンス 

①相手が気合を抜いて動きを止めた瞬間。 

②相手の技が外れた直後で相手の体勢が崩れた瞬間をすかさず追い込んで打つ。 

③相手が技を出そうとして一瞬迷った瞬間を狙う。 

④相手を投げた場合すかさずつけ入って一瞬にして技を決める。 

⑤試合開始直後、相手が不用意に立った瞬間を狙う。 

●小さくとも、また音がしなくとも十分に利く技がありますので、その様な点にも注意して見られると

興味が倍加します。 
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ご　あ　い　さ　つ

（一財）日本拳法全国連盟

会長　茂　野　直　久

　空青く澄み渡る爽秋の好季に、日本拳法愛媛県選手権大会（中四国交流推

進大会）が回を重ねて第１０回の節目の大会を、ここ緑の広場（運動公園）

総合体育館において開催されます事を心よりお慶び申し上げます。

　長いようで短い１０年の間に、 村上会長の熱い思いに共感・協力して頂け

る方々の大きな支えにより、愛媛県日本拳法連盟が県体協にも加盟され大き

く羽ばたき全国の中でしっかりと活動され実績を残されている事に敬意を表

します。

　又、この大会の主管をされている今治拳友会の選手の皆さん方は全国各地

で開催されている多くの大会に参加され、愛媛県連盟結成の精神である青少

年の健全育成、人と人、地域と地域の交流を正に体現されていると思います。

　今後も皆で仲良くし地域で纏まり、日本拳法全国連盟の大いなる一角とし

て益々の発展されることを希求します。

　又、競技者の皆さんは強くなる為に日々、練習に励んでいる事でしょう。

相手に勝つために相対性の強を求めて練習をし、そして自分に勝つ苦しい練

習を乗り越えて最終的には絶対の強を目指す心がけで日々の修練を続けて下

さい。

　終わりに、いつも温かく選手を見守り手助けを戴いています保護者の皆様

方そして愛媛県連盟役員の皆さんをはじめ、ご協力を戴いている関係各位の

ご厚情に心よりお礼申し上げます。　

　出場される選手の皆さんは誰にも負けない強い気持ちを持って今日の大会

に臨まれ熱い戦いになることを祈念致します。
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ご　あ　い　さ　つ

今治拳友会会長
今治市議会議長
大会会長　井　手　洋　行

　第 10 回日本拳法愛媛県選手権大会が、盛大に開催される事を心からお祝
いを申し上げるとともに、県内外からお越しいただいた皆様を心から歓迎い
たします。
　本大会は、日本拳法の普及はもとより、武道を通じて青少年の健全育成と
地域社会の活性化にも大きく貢献しておられます。これもひとえに関係各位
の皆様のご熱意とご努力の賜と、心から敬意を表します。　
　さて、9月 14 日大阪で行なわれた今年の日本一を決める「全・日本拳法総
合選手権大会」で、今治拳友会に在籍する児童生徒の三名が入賞。昨年に引
き続き二連覇、初優勝と二名が全国優勝という快挙を成し遂げました。「お
めでとう」以上に、感動や勇気を「ありがとう」という気持ちのほうが大き
いと感じました。全国優勝おめでとうございます。
　ところで、「愛顔（えがお）つなぐえひめ国体」も、いよいよ 3 年後に近
づいてきましたが、日本拳法においても、この今治の地でデモンストレーショ
ンスポーツとしての開催が決定しておりますが、市民一人ひとりの英知と情
熱を結集するとともに、「おもてなしの心」を持って行動することが、豊か
な人間関係を築くとともに活力ある地域づくりを進めていく源となると思い
ます。
　これからも、支えてくれたご家族、お友達、応援してくれる全ての人に、
感謝の気持ちを忘れず、豊かな心を育む人間形成の基本として、人間力を高
め、人として大切な事を、日本拳法を通じてたくさん養っていただきたいと
思います。
　選手の皆様におかれましては、本大会を通じて、日頃の鍛錬の成果を十分
に発揮され、真剣勝負である以上もちろん勝つことも大切ですが、清々しく
気持のよいフェアプレイを実践し、友好・親睦を深めあう貴重な機会として
お互い励ましあいながらご健闘されます事をご期待申し上げます。
　最後になりましたが、今治市でこのような盛大な大会開催にご尽力下さい
ました関係各位の皆様に心よりお礼申し上げご挨拶とさせていただきます。
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ご　あ　い　さ　つ

愛媛県日本拳法連盟会長
今治拳友会　理事長
大会実行委員長　村　上　泰　史

　第 10 回日本拳法愛媛県選手権大会開催にあたり、ご挨拶申し上げます。
　2006 年 8 月愛媛県連盟が発足、同年 9月日本拳法の大会を愛媛県で初めて
開催し、この秋 8 周年を迎えました。中四国各県から多数の選手の参加を得
て、昨年に引き続き、今治の地で 6 回目となる日本拳法愛媛県選手権大会を
開催できる運びになりました。
　さて、9月 14 日大阪で行なわれた今年の日本一を決める日本拳法最大のイ
ベント「全・日本拳法総合選手権大会」で、今治拳友会に在籍する児童生徒
の 3 名が入賞。昨年に引き続き二連覇、初優勝と全国チャンピオンが 2 名誕
生しました。「優勝の壁」「連覇」の難しさ、優勝という結果ではなく、「記
録より記憶に残る名試合」子ども達が全国の夢の舞台で堂々と戦う姿に、誇
りや勇気、元気、感動を、そして「新たな夢」をもたらしてくれました。
　夢の舞台は終着駅ではありません。新たな大きな夢の始まりです。
　「愛顔（えがお）つなぐえひめ国体」も、いよいよ 3年後に近づいてきました。
日本拳法においても、この今治の地でデモンストレーションスポーツとして
の開催が決定しております。「新たな夢の舞台へ！」3年後の開催に向け、全
力で準備を進めてまいります。
　愛媛県大会は、選手の皆様の日頃の練習の成果の発表の場として、日頃頑
張っている子ども達の晴れの舞台です。「心に残る夢や感動の舞台に！」
　愛媛県大会は、「試合に出る人」、「応援する人」、「支える人」みんなが主
役の大会です。
　大会に参加される皆様におかれましては、日頃の鍛錬の成果を十分に発揮
されますことをご期待申し上げるとともに、この大会が、青少年の健全育成
はもとより、｢人と人｣、｢地域と地域｣ を結ぶ交流の場として、地域社会の
活性化の一助となる事をご祈念申し上げます。
　最後に大会開催にあたり、（一財）日本拳法全国連盟、愛媛県、今治市を
始め関係各位の皆様の多大なる温かいご支援ご協力に、心より深い敬意と感
謝を申し上げご挨拶とさせていただきます。
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祝　　　　辞

愛媛県知事

 　 中　村　時　広

　第１０回日本拳法愛媛県選手権大会中四国交流推進大会が盛大に開催され

ますことを、お喜び申し上げますとともに、御来県の方々を心から歓迎いた

します。

　愛媛県日本拳法連盟の皆様方におかれましては、平成１８年８月の発足以

来、心・技・体の鍛錬を通じ、日本拳法の普及・発展はもとより、社会に奉仕・

貢献できる人づくりや青少年の健全育成に熱心に取り組まれており、深く敬

意を表します。

　現在、本県では、「スポーツ立県えひめ」の実現を目指し、より多くの皆

さんが「する・みる・支える」といったそれぞれの立場で、武道やスポーツ

を楽しめる環境整備に努めるとともに、いよいよ開催まで３年を切ったえひ

め国体で天皇杯・皇后杯を獲得するため、選手の育成・強化や指導者の養成・

確保など、競技力の向上対策を一層推し進めているところです。

　こうした中、中四国の選手の皆様が一堂に会し、記念すべき１０回目を迎

えた本大会が開催されますことは、日本拳法の普及・発展のみならず、本県

の武道・スポーツの振興や地域の活性化に大きく寄与するものであり、誠に

意義深いことと存じます。

　どうか選手の皆様方には、日頃の鍛錬の成果を遺憾なく発揮され、悔いの

ない試合を展開していただきますよう心からのエールを送りますとともに、

地域や年齢をこえた交流を深められ、「愛
え

顔
がお

」あふれる、思い出深い大会に

なりますことを願っております。

　終わりに、本大会の御成功と、愛媛県日本拳法連盟のますますの御発展、

並びに選手の皆様方の御健闘を祈念申し上げます。
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祝　　　　辞

今治市長

 　 菅　　　良　二

　「第１０回日本拳法愛媛県選手権大会」が、盛大に開催されますことを心

からお喜び申し上げます。

　また本大会は、中四国交流推進大会として四国４県をはじめとして、中国

各県からも大勢の選手並びに大会関係者の皆様方を当今治市にお迎えできる

ことは、開催地の市長として大変嬉しく、心から歓迎いたします。

　日本拳法をはじめとする武道は、技の上達だけでなく、挨拶や言葉遣いな

どの礼儀、仲間や相手の気持ちを思いやる優しさ、正々堂々と勝負する正義

感を身につけることのできる、まさに人格形成につながる心の鍛錬も目的と

したスポーツでございます。日本拳法を通じて青少年の心身の鍛錬と健全育

成を推進し、地域社会の活性化に多大の貢献されておりますことに、深く敬

意を表す次第でございます。　

　さて、「愛顔（えがお）つなぐえひめ国体」も、いよいよ３年後に近づい

てまいりました。日本拳法においても、この今治の地でデモンストレーショ

ンスポーツとして開催が決定しており、是非、皆さんの参加を心待ちにして

おります。

　本大会に参加されます選手の皆様方におかれはしては、日ごろの練習で鍛

えられた技を遺憾なく発揮され、悔いのない試合を繰り広げていただくとと

もに、選手同士の親睦の深まる意義深い大会となりますよう、ご期待申し上

げます。

　終わりに、本大会の開催にあたり、ご尽力いただきました関係の皆様方、

並びに日頃から日本拳法を通して子どもたちの健全な育成にご献身いただい

ております指導者の方々や地域の皆様方に心から感謝申し上げて、お祝いの

言葉といたします。
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大 会 役 員
大会会長　　　井手　洋行　（今治市議会議長）
大会顧問　　　徳永　繁樹　（愛媛県議会議員）
実行委員長　　村上　泰史　（愛媛県日本拳法連盟会長）
来　賓　　　　中村　時広　（愛媛県知事）
　　　　　　　菅　　良二　（今治市長）　
　　　　　　　茂野　直久　（（一財）日本拳法全国連盟会長・NPO法人日本拳法会会長）
　　　　　　　犬塚　矜哉　（（一財）日本拳法全国連盟副会長・日本拳法連盟理事長）
　　　　　　　横谷　茂雄　（（一財）日本拳法全国連盟事務局長）
　　　　　　　福永　正人　（日本拳法連盟理事・審判部長）
　　　　　　　松田　　牧　（日本拳法連盟理事・指導部長）
　　　　　　　高　　信志　（NPO法人日本拳法会審判団長）
　　　　　　　西光　悦治　（NPO法人日本拳法会審判団長補佐）
　　　　　　　篠崎　　正　（NPO法人日本拳法会総務部長）
　　　　　　　川原　元則　（全国高等学校日本拳法連盟理事長）
　　　　　　　竹内　耕一　（中京大学拳真会常任理事）
　　　　　　　村上　慎一　（今治拳友会後援会東京支部長）
　　　　　　　樋口　健二　（日本拳法徳島県連盟会長）
　　　　　　　佐藤　博美　（日本拳法香川県連盟会長）
　　　　　　　喜多　宏思　（徳島県拳法連盟会長）
　　　　　　　倉掛　浩昌　（丸亀日本拳法クラブ代表）
　　　　　　　蔵本　雅史　（日本拳法徳島会館会長）
　　　　　　　鈴木　　厚　（関西学院大学体育会拳法部ヘッドコーチ）
　　　　　　　高田　稔人　（陸上自衛隊善通寺監督）
　　　　　　　田渕　芳孝　（岡山北桜館館長）
　　　　　　　野崎　真弘　（瀬戸内道場代表）
　　　　　　　橋本　昌夫　（国府道場代表）
　　　　　　　日谷　政規　（岡山総社道場代表）
　　　　　　　冨士原孝憲　（拳心館広島支部支部長）
　　　　　　　守分　　巧　（岡山道場会長）
　　　　　　　横田　一幸　（高知駐屯地拳法クラブ代表）　　　　　　　（順不同）

審 判 団
審判長　　　　福永　正人　七段
副審判長　　　松田　　牧　六段　　 
審判員　　　　高　　信志　七段　　 樋口　健二　七段　　 田渕　芳孝　六段
　　　　　　　西光　悦治　六段　　 馬場　　深　五段　　 篠崎　　正　五段
　　　　　　　横谷　茂雄　五段　　 井原　勇規　四段　　 武田　雅昭　四段　
　　　　　　　野崎　真弘　四段　　 西野　　元　三段
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愛媛県日本拳法連盟

今治拳友会

大会実行委員

顧　問　　　　徳永　繁樹　（愛媛県議会議員）
顧　問　　　　井手　洋行　（今治市議会議長）
会　長　　　　村上　泰史
理　事　　　　西野　　元　　石井　重安　　玉置　孝洋
監　事　　　　上原　　寛　　矢畑　和哉
事務部　　　　松本　　徹

会　長　　　　井手　洋行　（今治市議会議長）
理事長　　　　村上　泰史　（日本拳法今治スポーツ少年団団長）
評議員　　　　矢畑　和哉　　越智　裕保　　田村麻由美　　石井　重安
　　　　　　　藤中　智弘
事務局長　　　松本　　徹

大会企画　　　毛利美紀雄
大会運営委員　安野　健一
式典表彰委員　宮崎　晃嘉
競技進行委員　田村麻由美

今治拳友会　体育会執行部
　　主将　矢畑　和哉　　副将　越智　裕保
　　阿部　倫大　　越智　淳斗　　楠橋　美里　　小西　建夫　　田村麻由美
　　日浅　則和　　藤本　明男　　松木　武蔵　　松田　慎太　　水崎　和盛
　　宮崎　晃嘉　　矢畑　颯斗
今治拳友会　保護者会（日本拳法今治スポーツ少年団育成母集団）
　　会長　佐伯　和史　　副会長　田村　武司
　　井出　誠司　　井出　美加　　伊藤　幸子　　伊藤陽一郎　　門田　　学
　　門田　美香　　賀村美穂子　　楠橋久美子　　小西　和代　　佐伯　真帆
　　高橋雄一郎　　玉置　孝洋　　玉置　知子　　古川　満弘　　古川　路子
　　松田　由梨　　水本　秀夫　　宮崎　美紀　　八塚　勝彦　　八塚伊予里
　　矢野　寿樹　　渡邉　剛雄　　渡邉　亜紀
今治拳友会　伊丹支部
　　石井　重安　　宮川　直和　　中島　友範　　松岡　健太　　小鴉　一之
今治拳友会　岩国支部　日本拳法龍煌会
（和木町スポーツ少年団日本拳法部・和木中学校社会体育日本拳法部）
　　亀田　晃伸　　亀田　義和　　園畠　裕樹　　藤中　智弘　　宮本ゆかり　　
　　安井　宏史　　安村　顕史　　安村　佳代　　山中　晴希
松山市日本拳法連盟・保護者会
　　二神　輝幸　　二神由香理　　西川　里絵

大会事務局長　松本　　徹　　　　
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大 会 順 序

開 会 式 閉 会 式

　 1. 選手入場・役員整列
　 2. 開  会  の  辞
　 3. 国  歌  斉  唱
　 4. 大会会長挨拶
　　　　今治市議会議長

　 　　  井　手　洋　行
　 5. 大会顧問挨拶
　　　　愛媛県議会議員

　 　　  徳　永　繁　樹
　 6. 来  賓  挨  拶　
　 　　  愛媛県知事	
　 　　  中　村　時　広　様
　 　　  今治市長

　 　　  菅　　　良　二　様
　 　　  一般財団法人日本拳法全国連盟会長
　 　　  NPO法人日本拳法会会長

　 　　  茂　野　直　久　様
　 　　  日本拳法連盟理事長	
　 　　  犬　塚　矜　哉　様
　 　　  全国高等学校日本拳法連盟理事長

　 　　  川　原　元　則　様
　 7. 来 賓 ご 紹 介
　 8. 審 判 長 挨 拶
　 　　  日本拳法連盟理事・審判部長

　 　　  福　永　正　人　様
　 9. 選  手  宣  誓		
　 　　  今治拳友会

　 　　  佐　伯　朱　音	　選手
　 　　  田　村　虎太郎	　選手
　 10. 選  手  退  場

　 1. 選手入場・役員整列

　 2. 入賞者表彰

　 3. 講評

　 　　  日本拳法連盟理事・指導部長

　 　　  松　田　　　牧　様 

　 4. 実行委員長挨拶

　 　　  愛媛県日本拳法連盟会長

　 　　  村　上　泰　史

　 5. 閉会の辞

　 6. 選手退場
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会 場 図

B
コート

記録・時計 記録・時計

来　賓　席来　賓　席
本　　部

A
コート

9:45 開会式 9:45

10:15

10:20 午前の部 選手数 試合数 所要時間 選手数 試合数 所要時間

（個人戦） 10:20 小2 15 14 28 10:20 小１ 9 8 16

10:39 小3(男) 8 7 14

10:51 小3(女) 7 6 12 10:56 小5(男) 8 7 14

11:06 小4 11 10 20 11:13 小6 13 12 24

11:29 小5(女) 10 9 18 11:40 中学生 14 13 26

11:50 高校生 5 4 8

12:01 合計 48 43 86 12:09 合計 52 47 94

　・小中学生・高校生　(1回戦～準決勝、三位決定戦)　

休憩

12:50 午後の部 12:50 選手数 試合数 所要時間 12:50 選手数 試合数 所要時間

（個人戦） 一般女子 4 3 9

(1回戦～準決勝) 一般段外 12 11 33 (1回戦～準決勝) 一般段外 13 12 36

13:23 合計 12 11 33 13:35 合計 17 15 45

団体数 試合数 所要時間 団体数 試合数 所要時間

（団体戦） 14:30 団体戦 5 4 60 団体戦 4 3 45

（個人戦） 選手数 試合数 所要時間

小・中学生 14:40 決勝 18 9 18

高校・一般女子 決勝 4 2 6

一般段外 三位決定戦・決勝 4 2 6

合計 26 13 30

15:15 団体数 試合数 所要時間

（団体戦） 三位決定戦・決勝 4 2 30

16:00 閉会式

16:30

Aコート Bコート

Aコート Bコート

2014日本拳法愛媛県選手権大会　タイムスケジュール
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大 会 競 技 規 則

団体戦

1. 試合方法
　・対試合は五人制とし、勝者数の多いチームの勝ちとする。
　・3本勝負（2本先取した者の勝ち）とする。
　・1本先取にて時間切れの場合は、1本先取者の勝ち。
　・警告点 1回 0.5 は勝敗には不採用、但し 2回で 1本を相手に与える。
　・時間切れ引分けの時は引分け。
　・団体勝利は勝ち数の多いほうの勝ち。
　・勝敗同数の時には引分けとし、代表者戦にて勝敗を決するものとする。
　　（チーム勝敗には、本数は採用しない。）
　・代表者戦は、3本勝負にて行ない、同点の時は延長 1分間 1本勝負、なお
　決さざるときは判定とする。
　　（ただし、決勝戦・三位決定戦のみ無制限一本勝負とする。）
2. 試合時間
　・試合時間は 2分間とする。主審より指示がない限り時計は止めない。
　　（ただし、決勝戦・三位決定戦のみ試合の中断で時計を止める。）
3. 対試合における選手の配列
　・有段者を有するチームは、必ず大将に有段者を配さねばならない。
　・出場選手が定員に満たない場合、大将、先鋒以外の選手の配置は自由とす
　る。但し、両チーム共に定員に満たない場合は、大将、先鋒以外の選手の配
　置は、提出されたメンバー表の順に副将より後詰めとする。
4. 登録選手の入れ替え
　・前日までに届出の無い当日の変更は、理由の如何に関わらず認めない。
　・登録選手以外の出場は、当日の全試合を失格・没収試合とし負けとする。
　（試合後、発表後の発覚であってもこれに準ずる。）
　・チームの登録選手が止むなき事情により欠員が生じ、チーム編成（5名）
　が不可能になった場合に限り、5名に満たない不足者数に対してのみ補充を
　認める。
5. その他、日本拳法全国連盟競技規則に則って行う。
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大 会 競 技 規 則

少年の部（小学生・中学生）

1. 試合方法

　・3本勝負（2本先取した者の勝ち）とする。

　・1本先取後、試合時間終了の時、1本先取者の優勢勝ちとする。

　・試合時間内に勝敗が決しない時、判定によって勝敗を決する。

　・三位決定戦、決勝戦のみ、試合時間内に勝敗が決しない時、時間無制限の

　1本勝負の延長戦により勝敗を決する。

　・警告は 3回で 2本負けとする。

2. 試合時間

　・試合時間は 1分 30 秒とする。主審より指示がない限り時計は止めない。

　　（ただし、決勝戦のみ試合の中断で時計を止める。）

3. 顔面への攻撃は全て「空撃」で当てない。又、顔面への蹴り技は横蹴りのみ

　とする。

4. その他は、日本拳法全国連盟競技規則の日本拳法少年部競技規則に則って

　行う。

男子、女子、高校男子の部

1. 試合方法

　・3本勝負（2本先取した者の勝ち）とする。

　・1本先取後、試合時間終了の時、1本先取者の優勢勝ちとする。

　・試合時間内に勝敗が決しない時、判定によって勝敗を決する。

　・三位決定戦、決勝戦のみ、試合時間内に勝敗が決しない時、時間無制限の

　1本勝負の延長戦により勝敗を決する。

2. 試合時間

　・試合時間は 2分間とする。主審より指示がない限り時計は止めない。

　　（ただし、男子は決勝戦・三位決定戦のみ、女子、高校男子は決勝戦のみ

　　試合の中断で時計を止める。）

3. その他は、日本拳法全国連盟競技規則に則って行う。
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団  体  戦　　 出  場  者  名  簿

今 治 拳 友 会

今治拳友会伊丹支部

陸 自 善 通 寺 A

代 表 者　  村　 上　 泰　 史

代 表 者　  石　 井　 重　 安

代 表 者　  高　 田　 稔 　人

村　  上　  泰  　史　　　　五段

玉　  置　  孝  　洋　　　　四段

矢　  畑  　和　  也　　　　初段

越　  智　  裕  　保　　　　初段

松　  田  　慎　  太　　　　3級

藤　  本  　明　  男　　　　4級

越　  智　  淳  　斗　　　　無級

宮　  川　  直　  和　　　　三段

石　  井　  重  　安　　　　初段

松　  岡  　健  　太　　　　初段

中　  島　  友  　範　　　　初段

小　  鴉　  一　  之　　　　3級

大　  栗  　萩  　二　　　　初段

須　  田  　寿  　礼　　　　初段

黒　  崎  　幹  　治　　　　初段

長　  谷　  知　  明　　　　初段

平  　井  　拓  　次　　　　1級

寺  　林  　魁  　星　　　　無級

陸 自 善 通 寺 B

代 表 者　  高　 田　 稔 　人

重　  見　  　　  宗　　　　二段

川　  向　  敦　  支　　　　二段

橋　  本　  龍　  吾　　　　初段

山　  伏　  恭  　平　　　　1級

福　  岡　  秀　  佳　　　　1級

深　  田　  和　  希　　　　1級

河  　原  　輝  　登　　　　無級
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団  体  戦　　 出  場  者  名  簿

香 川 拳 法 ク ラ ブ

広島大学日本拳法部

岡 山 拳 友 会

代 表 者　  佐　 藤　 博　 美

代 表 者　  前　 田　 晃 　樹

代 表 者　  藤　 原　 義 　章

佐　  藤　  智  　之　　　　四段

佐  　藤  　正  　典　　　　四段

森　  　　  英　  之　　　　三段

重　  井  　佳  　章　　　　二段

藤　  本  　寛  　司　　　　二段

十　  鳥  　誠  　司　　　　二段

伊　  丹　  邦　  廣　　　　初段

森　  　　  　　  翔　　　　初段

大　  西　  祐　  輔　　　　初段

国　  貞　  祐　  介　　　　初段

今　  泉　  洋　  介　　　　2級

板　  村　  真　  実　　　　3級

舟　  橋　  正　  倫　　　　3級

吉　  田　  修 一 郎　　　　二段

横　  地　  圭　  介　　　　三段

増　  田　  哲　  彦　　　　三段

藤　  原　  義  　章　　　　三段

門　  田  　　  　剛　　　　三段

森　　    　敬　  一　　　　初段

朽　  木　  隆　  浩　　　　1級

冨 士 原　  孝  　憲　　　　四段

藤　  原  　　  　仁　　　　2級

岡山商科大学日本拳法部

代 表 者　  青　 木　 一 　真

青  　木  　一  　真　　　　三段

井  　上  　貴  　広　　　　二段

石　  井　  雄　  紀　　　　二段

山　  口　  明　  尭　　　　初段

児　  子　  昌　  樹　　　　初段

合　  田　  恵　  太　　　　2級

武　  田　  　　  健　　　　1級
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団  体  戦　　 出  場  者  名  簿

岡 山 北 桜 館

代 表 者　  田　 渕　 芳　 孝

柳　  井　  正  　隆　　　　無級

安　  井　  伸  　吾　　　　初段

馬　  野　  信  　吾　　　　二段

鈴　  木　  　  　豊　　　　三段

橋　  本　  　  　匠　　　　三段

後　  山　  真 太 朗　　　　四段
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試合組み合わせ

■団体戦

 1　 

 2　  

 3　  

 4　  

 5　  

 6

 7　  

 8　  

 9　  

選手番号の大きい方が赤
選手番号の小さい方が白

決勝戦

三位決定戦

①

②

②

①

③

④

③

陸 上 自 衛 隊 善 通 寺 A

岡 山 拳 友 会

今 治 拳 友 会

広 島 大 学

香 川 拳 法 ク ラ ブ

今 治 拳 友 会 伊 丹 支 部

岡 山 商 科 大 学

岡 山 北 桜 館

陸 上 自 衛 隊 善 通 寺 B

Aコート

B コート
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試合組み合わせ

■一般段外の部

 1　 

 2　  

 3　  

 4　  

 5　  

 6　  

 7　  

 8　  

 9　  

10　 

11　 

12　 

選手番号の大きい方が赤
選手番号の小さい方が白

 決勝戦

三位決定戦 　　

①

③

⑤

⑦

⑥

⑧

②

④

⑨

⑩

⑪

深
ふ か だ

田　和
か ず き

希　1 級 ( 陸上自衛隊善通寺 )

高
たかはし

橋　　人
じん

　無級 ( 高知駐屯地拳法クラブ )

藤
ふじもと

本   明
あ き お

男　4 級 ( 今治拳友会 )

熊
く ま の

野　　実
みのる

　2 級 ( 香川拳法クラブ )

板
いたむら

村　真
ま さ み

実　3 級 ( 広島大学 )

小
こがらす

鴉　一
かずゆき

之　3 級 ( 今治拳友会 )

矢
や ば た

畑　颯
は や と

斗　2 級 ( 今治拳友会 )

舟
ふなはし

橋　正
まさみち

倫　3 級 ( 広島大学 )

安
や す い

井　宏
ひ ろ し

史　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

河
かわはら

原　輝
て る と

登　無級 ( 陸上自衛隊善通寺 )

阿
あ べ

部   倫
のりひろ

大　5 級 ( 今治拳友会 )

武
た け だ

田　　建
けん

　1 級 ( 岡山商科大学 )

Aコート
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13

14

15　 

16　  

17　  

18　  

19　  

20　  

21　  

22　  

23　  

24　 

25

⑥

⑧

⑦

⑨

②

④

⑤

⑩

⑪

試合組み合わせ

①

③

⑫

平
ひ ら い

井　拓
た く じ

次　1 級 ( 陸上自衛隊善通寺 )

水
みずさき

崎　和
かずもり

盛　無級 ( 今治拳友会 )

見
み た む ら

田村晃
こうすけ

佑　無級 ( 高知駐屯地拳法クラブ )

松
ま つ ぎ

木　武
む さ し

蔵　4 級 ( 今治拳友会 )

中
なかむら

村　郁
ふ み や

弥　無級 ( 陸上自衛隊善通寺 )

朽
く ち き

木　隆
たかひろ

浩　1 級 ( 岡山総社道場 )

合
ご う だ

田　恵
け い た

太　2 級 ( 岡山商科大学 )

寺
てらばやし

林　魁
かいせい

星　無級 ( 陸上自衛隊善通寺 )

塘
つつみ

　　雅
ま さ と

登　1 級 ( 岡山道場 )

松
ま つ だ

田　慎
し ん た

太　3 級 ( 今治拳友会 )

佐
さ さ き

々木啓
ひろとし

隼　無級 ( 高知駐屯地拳法クラブ )

水
すいどう

道   享
たかひろ

宏　2 級 ( 香川拳法クラブ )

今
いまいずみ

泉　洋
ようすけ

介　2 級 ( 広島大学 )

Bコート
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試合組み合わせ

■小学 1 年生の部　

■小学 2 年生の部　

 1　 
 2　  
 3　  
 4　  
 5　  
 6　  　  
 7　  　  
 8　  　  
 9　  　  
10　  　  
11
12　  　  
13　  　  
14　  　  
15　

 1　 
 2　  
 3　  
 4　  
 5　  
 6　  　  
 7　  　  
 8　  　  
 9　  　  

選手番号の大きい方が赤
選手番号の小さい方が白

三位決定戦⑭

決勝戦

①

②

④

③

⑥

⑦

⑤

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

②

④

⑤

③

①

⑥

⑦

決勝戦

三位決定戦⑧

浜
は ま だ

田　敦
あつひろ

大　10級 ( 岡山北桜館 )

福
ふ く た

田　　諒
りょう

　8 級 ( 国府道場 )

田
た む ら

村虎
こ た ろ う

太郎　7 級 ( 今治拳友会 )

園
そのはた

畠聡
そういちろう

一朗　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

森
もりおか

岡　来
らいせい

成　8 級 ( 岡山総社道場 )

渡
わたなべ

邉　響
ひ び き

貴　10級 ( 今治拳友会 )

南
みなみ

　　柊
しゅうと

澄　6 級 ( 国府道場 )

水
みずもと

本　康
こ う た

太　9 級 ( 今治拳友会 )

増
ま す だ

田　悠
ゆ ず

寿　7 級 ( 日本拳法徳島県連盟 )

谷
たにもと

本　悠
ゆ づ き

月　10級 ( 岡山総社道場 )

園
そのはた

畠幸
こ う の す け

之介　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

柳
や な い

井　将
しょうき

希　6 級 ( 岡山北桜館 )

黒
くろさわ

沢　琥
く う が

日　7 級 ( 徳島県拳法連盟 )

小
こ に し

西　涼
りょうせい

晴　10級 ( 今治拳友会 )

日
く さ か

下　悠
ゆ う と

斗　6 級 ( 国府道場 )

新
あらもと

本　蒼
そ ら

空　9 級 ( 岡山北桜館 )

池
い け だ

田　大
た い き

城　8 級 ( 香川拳法クラブ )

冨
ふ じ わ ら

士原侑
ゆ う こ

子　10級 ( 拳心館広島支部 )

阿
あ べ

部　快
かいせい

星　10級 ( 今治拳友会 )

福
ふ く た

田　　樹
いつき

　8 級 ( 国府道場 )

森
もり

　　悠
ゆ う ま

真　8 級 ( 香川拳法クラブ )

松
ま つ だ

田　愛
あ い り

莉　10級 ( 今治拳友会 )

鈴
す ず き

木　　心
こころ

　無級 ( 丸亀日本拳法クラブ )

富
とみなが

永　椋
りょうた

太　8 級 ( 日本拳法徳島会館 )
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試合組み合わせ

■小学 3 年生男子の部　

■小学 3 年生女子の部　

 1　 
 2　  
 3　  
 4　  
 5　  
 6　  　  
 7　  　  
 8　  　  

 1　 
 2　  
 3　  
 4　  
 5　  
 6　  　  
 7　  　  

選手番号の大きい方が赤
選手番号の小さい方が白

三位決定戦⑥

決勝戦
②

①

③

④

⑤

三位決定戦⑦

決勝戦

②

③

④

①

⑤

⑥

山
やまぐち

口　月
る な

愛　6 級 ( 瀬戸内道場 )

賀
か む ら

村日
ひ な こ

向子　10級 ( 今治拳友会 )

上
うえはら

原　　葵
あおい

　5 級 ( 国府道場 )

佐
さ い き

伯　明
め ぐ み

美　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

村
むらやま

山　澪
み お な

奈　7 級 ( 日本拳法徳島県連盟 )

安
や す い

井　優
ゆ う か

風　7 級 ( 岡山北桜館 )

井
い で

出　七
な な せ

星　7 級 ( 今治拳友会 )

坂
さかぐち

口　陽
は る き

紀　6 級 ( 瀬戸内道場 )		
秋
あきもと

元　来
ら い き

祈　7 級 ( 日本拳法徳島県連盟 )

藤
ふじもと

本　祥
しょうた

太　9 級 ( 今治拳友会 )

新
あらもと

本　優
ゆ う た

太　9 級 ( 岡山北桜館 )

鈴
す ず き

木竣
しゅんたろう

汰朗　7 級 ( 岡山総社道場 )

亀
か め だ

田　蒼
そ ら

良　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

小
こばやし

林　広
こうめい

明　9 級 ( 瀬戸内道場 )

弓
ゆみやま

山　弘
ひろつぐ

頌　7 級 ( 香川拳法クラブ )
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試合組み合わせ

■小学 4 年生の部　

■小学 5 年生男子の部　

 1　 
 2　  
 3　  
 4　  
 5　  
 6　  　  
 7　  　  
 8　  　  

選手番号の大きい方が赤
選手番号の小さい方が白

 1　 
 2　  
 3　  
 4　  
 5　  
 6　  　  
 7　  　  
 8　  　  
 9　  　  
10　  　  
11　  　  

決勝戦

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

三位決定戦⑩

三位決定戦⑦

決勝戦

②

③

④

①

⑤

⑥

宮
みやざき

崎　萌
も え こ

子　8 級 ( 今治拳友会 )

浜
は ま だ

田　梨
り お

緒　9 級 ( 岡山北桜館 )

西
にしかわ

川　隼
は や と

翔　9 級 ( 松山市日本拳法連盟 )

杉
すぎむら

村　亮
りょうた

太　7 級 ( 岡山総社道場 )

高
た か せ

瀬　浩
こ う た

多　4 級 ( 徳島県拳法連盟 )

新
しんしゃ

舎菜
な な み

々美　6 級 ( 岡山北桜館 )

中
なかがわ

川　颯
そ う た

太　4 級 ( 徳島県拳法連盟 )

阿
あ べ

部　桜
さ く ら

良　9 級 ( 今治拳友会 )

山
やまもと

本　登
とうせい

生　8 級 ( 岡山北桜館 )

亀
か め だ

田　修
しゅうご

吾　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

二
ふたがみ

神　洸
こ う し

心　8 級 ( 松山市日本拳法連盟 )

柳
や な い

井　隆
りゅうき

希　4 級 ( 岡山北桜館 )

岡
お か だ

田　智
と も き

輝　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

朽
く ち き

木　佑
ゆ う た

太　7 級 ( 岡山総社道場 )

宗
むねもと

本　有
ゆうせい

生　6 級 ( 日本拳法徳島県連盟 )

熊
く ま の

野　創
そ う た

太　6 級 ( 香川拳法クラブ )

木
き む ら

村　駿
しゅんすけ

介　8 級 ( 瀬戸内道場 )

安
やすむら

村　　凪
なぎ

　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

川
かわうち

内　成
な る さ

輝　5 級 ( 徳島県拳法連盟 )
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試合組み合わせ

■小学 5 年生女子の部　

■小学 6 年生の部　

 1　 
 2　  
 3　  
 4　  
 5　  
 6　  　  
 7　  　  
 8　  　  
 9　  　  
10　  　  
11
12
13

決勝戦

決勝戦

①

②

①

③

④

⑤

②

⑥

③

⑦

④

⑧

⑤

⑨

⑥

⑩

⑦

⑪

⑧

 1　 
 2　  
 3　  
 4　  
 5　  
 6　  
 7　  
 8　  
 9　  　  
10　  　  

選手番号の大きい方が赤
選手番号の小さい方が白

三位決定戦⑫

三位決定戦⑨

井
いのうえ

上千
ゆ き の す け

ノ佑　3 級 ( 日本拳法徳島会館 )

浜
は ま だ

田　毅
たけひろ

大　6 級 ( 岡山北桜館 )

近
こんどう

藤　勇
は や と

人　5 級 ( 徳島県拳法連盟 )

小
お が の

賀野達
た つ や

也　2 級 ( 徳島県拳法連盟 )

八
やつづか

塚　栄
え い き

輝　9 級 ( 今治拳友会 )

坂
さかぐち

口　慎
し ん や

弥　4 級 ( 瀬戸内道場 )

谷
たにもと

本真
し ん の す け

之輔　4 級 ( 岡山総社道場 )

二
ふたがみ

神　風
か ざ と

斗　7 級 ( 松山市日本拳法連盟 )

古
こいずみ

泉　太
た い き

幹　4 級 ( 徳島県拳法連盟 )

佐
さ え き

伯　朱
あ か ね

音　4 級 ( 今治拳友会 )

黒
くろさわ

沢　光
ひ か る

龍　6 級 ( 徳島県拳法連盟 )

中
なかがわ

川　健
け ん た

太　無級 ( 岡山北桜館 )

日
く さ か

下　　遙
はるか

　8 級 ( 国府道場 )

伊
い と う

藤　凜
り ん か

香　5 級 ( 今治拳友会 )		
冨
ふ じ わ ら

士原遥
は る か

香　7 級 ( 拳心館広島支部 )

高
たかはし

橋　典
の り こ

子　5 級 ( 今治拳友会 )

秋
あきもと

元友
ゆ き の

葵乃　6 級 ( 日本拳法徳島県連盟 )

田
た む ら

村　百
も も

萌　4 級 ( 今治拳友会 )

宮
みやざき

崎　愛
あ い こ

子　6 級 ( 今治拳友会 )

山
やまぐち

口　乃
の あ

愛　5 級 ( 瀬戸内道場 )

渡
わたなべ

邉　亜
あ み

美　9 級 ( 今治拳友会 )

安
や す い

井　　唯
ゆい

　5 級 ( 岡山北桜館 )

古
ふるかわ

川　そら　8 級 ( 今治拳友会 )
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試合組み合わせ

■中学生の部　

■高校生の部　

 1　 
 2　  
 3　  
 4　  
 5　  　  　  

決勝戦
①

②

③

三位決定戦④

■高校・一般女子の部　

 1　 
 2　  
 3　  
 4　  

選手番号の大きい方が赤
選手番号の小さい方が白

三位決定戦③

決勝戦

①

②

 1　 
 2　  
 3　  
 4　  
 5　  
 6　  　  
 7　  　  
 8　  　  
 9　  　  
10　  　  
11
12　  　  
13　  　  
14　  　  

三位決定戦⑬

決勝戦

①

②

④

③

⑥

⑤

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

藤
ふじわら

原　　仁
じん

　2 級 ( 桜丘高校 )

山
やまなか

中　晴
は る き

希　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

中
なかにし

西　悠
ゆうすけ

介　5 級 ( 徳島県拳法連盟 )

越
お ち

智　淳
じゅんと

斗　無級 ( 今治拳友会 )

三
み ま

馬　恭
きょうすけ

佑　2 級 ( 国府道場 )

南
みなみ

　　颯
そ う ま

馬　1 級 ( 国府道場 )

西
にしかわ

川　　碧
あおい

　6 級 ( 松山市日本拳法連盟 )

冨
ふ じ わ ら

士原直
な お き

輝　5 級 ( 拳心館広島支部 )

安
やすむら

村　一
い っ さ

颯　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

住
すみとも

友　　祥
しょう

　2 級 ( 徳島県拳法連盟 )

山
やまもと

本　康
こうすけ

介　5 級 ( 岡山北桜館 )

門
か ど た

田　佳
け い た

大　2 級 ( 今治拳友会 )

川
か わ べ

部　翔
しょうた

太　1 級 ( 岡山北桜館 )

玉
た ま き

置　　剛
ごう

　9 級 ( 今治拳友会 )

宗
むねもと

本　有
あ ゆ

由　4 級 ( 日本拳法徳島県連盟 )

宮
みやもと

本　滉
こうへい

平　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

二
ふたがみ

神穂
ほ の か

乃伽　5 級 ( 松山市日本拳法連盟 )

岡
お か だ

田　郁
ふ み き

輝　無級 ( 今治拳友会岩国支部 )

小
お が の

賀野将
ま さ や

也　1 級 ( 徳島県拳法連盟 )

田
た む ら

村麻
ま ゆ み

由美　初段 ( 今治拳友会 )

木
き や ま

山日
ひ な こ

菜子　2 級 ( 岡山商科大学 )

新
しんじょう

上　寛
ひ ろ こ

子　3 級 ( 広島大学 )

藤
ふじわら

原　　翼
つばさ

　1 級 ( 瀬戸内道場 )
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日本拳法愛媛県選手権大会 歴代戦績一覧 

第1回 (個人戦)    2006 (平成18)年9月3日    松山市/愛媛県立武道館 

試合部門 優勝 準優勝 第3位  

一般(段外) 越智 拓也 (松山拳友会)  松岡 達矢 (岡山商科大学)  竹田 正 (自衛隊高知)  

一般(有段) 坂井 栄治 (徳島本部道場)  林 利明 (徳島本部道場) 久米 敦 (徳島大学)  

 

 

第2回 (個人戦)     2007 (平成19)年4月22日    松山市/愛媛県立武道館 

試合部門 優勝 準優勝 第3位  

一般(段外) 大岡 忍 (陸自善通寺) 中原 雅貴 (徳島本部道場) 浜田 武 (陸自善通寺)   

一般(有段) 佐藤 智之 (香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 桑井 隆和 (徳島県支部) 坂井 栄治 (徳島本部道場)  

 

 

第3回 (団体戦)    2007 (平成19)年9月2日   松山市/愛媛県立武道館 

試合部門 優勝 準優勝 第3位  

【団体】 香川拳法ｸﾗﾌﾞ  岡山拳桃会  岡山商科大学日本拳法部A   

 

 

第4回 (団体戦)  (個人戦)   2008 (平成20)年10月5日    松山市/愛媛県立武道館 

試合部門 優勝 準優勝 第3位 

小学1･2年 丸岡 誠 (国府道場) 植月嵐丸 (広島拳友会) 石原 拳士郎 (国府道場) 郡 新大 (国府道場) 

小学3･4年 中村 友哉 (国府道場)  南 颯馬 (国府道場)  石原 愼之介 (国府道場) 石川 大樹 (国府道場) 

小学5･6年 冨尾 哲也 (国府道場) 中島 彩都子 (広島拳友会) 三馬 和希 (国府道場) 廣瀬 泰巳 (もののふ塾) 

中学生 上田 晃輝 (国府道場) 濱尾 絋光 (徳島県支部)  壺内 雄平 (今治拳友会)  

女子一般 山中 梨沙 (香川拳法ｸﾗﾌﾞ)    

一般(段外) 永野 一水 (国府道場) 長橋 伸二 (今治拳友会) 藤江 瑞樹 (岡山商科大学)  

一般(有段) 佐藤 正典 (香川拳法ｸﾗﾌﾞ)  綾  亮  (広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 佐藤 智之 (香川拳法ｸﾗﾌﾞ)  

【団体】 香川拳法ｸﾗﾌ  ゙ 岡山商科大学日本拳法部A   岡山商大拳桃会と瀬戸内道場   日本拳法連盟徳島県支部 

※少年の部公開競技 

 

第5回 (団体戦)  (個人戦)  2009 (平成21)年10月4日   今治市/緑の広場(運動公園)総合体育館  

試合部門 優勝 準優勝 第3位 敢闘賞 

幼年 高橋 典子 (今治拳友会) 伊藤 凜香 (今治拳友会) 田村 百萌 (今治拳友会) 田村 虎太郎(今治拳友会)  冨士原遥香 (拳心館広島) 

小学1年 佐々木悠 (広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 坂口 慎弥 (瀬戸内道場) 吉田陽之介 (瀬戸内道場) 野端一葵 (広島拳法ｸﾗﾌﾞ)  

小学2年 新舎 拓巳 (岡山道場) 森田直人 (香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 石原 拳士郎 (国府道場) 本田 義人 (国府道場)  

小学3年 郡 新大 (国府道場) 丸岡 誠 (国府道場) 植月 嵐丸 (広島拳友会) 吉田かんな (瀬戸内道場)  

小学4年 井村 直貴(広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 石川 大樹 (国府道場) 山下 司 (広島拳友会) 川部 翔太 (瀬戸内道場)  

小学5年 藤原 仁 (瀬戸内道場) 内田 大貴 (瀬戸内道場) 井川 雅大 (国府道場) 近藤 元 (今治拳友会)  

小学6年 今石優飛 (広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 高橋 佳江 (今治拳友会) 長橋 龍我 (今治拳友会)   

中学生 上田 晃輝 (国府道場) 藤原 翼 (瀬戸内道場) 内田 健介 (瀬戸内道場) 吉田 ゆい (今治拳友会)  

一般女子 山中 智視(香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 山中 梨沙(香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 稲本 美佐子(今治拳友会) 楠橋 慶子 (今治拳友会)  田村麻由美 (今治拳友会) 

一般(段外) 重井 佳章(香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 藤本 宏昭 (陸自善通寺) 村尾 亮 (香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 細野 翔太 (岡山商大)  

【団体】 日本拳法連盟徳島県支部 香川拳法ｸﾗﾌﾞ A 岡山商大拳桃会と瀬戸内道場 岡山商科大学A  

※少年の部正式競技 
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日本拳法愛媛県選手権大会 歴代戦績一覧 

第6回 (団体戦)  (個人戦)    2010 (平成22)年10月3日   今治市/緑の広場(運動公園)総合体育館  

試合部門 優勝 準優勝  優秀賞  

幼年 中川 和真 (土成道場) 田村虎太郎 (今治拳友会) 新舎菜々美 (岡山道場) 柳井 将希 (岡山道場) 矢野 正宗 (松山拳友会) 

小学1年男 中川 裕翔 (土成道場) 宗本 有生 (楠州会) 三浦 崇太郎 (土成道場) 郡 蓮太 (国府道場) 柴田 恭輔 (楠州会) 

小学1・2女 伊藤 凜香 (今治拳友会) 高橋 典子 (今治拳友会) 田村 百萌 (今治拳友会) 矢野 百姫 (東温拳友会) 冨士原遥香(拳心館広島) 

小学2年男 原 泰伸 (方上拳法ｸﾗﾌﾞ) 佐々木 悠(広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 谷本 真之輔 (総社道場) 吉田陽之介(瀬戸内道場) 坂口 慎弥 (瀬戸内道場) 

小学3年 新舎 拓巳(岡山道場) 門田 佳大 (今治拳友会) 原田 壱成(方上拳法ｸﾗﾌﾞ) 柴田 亮汰 (楠州会) 光永 直哉 (土成道場) 

小学4年男 丸岡 誠 (国府道場) 郡 新大 (国府道場) 世戸 崚登 (土成道場) 植月 嵐丸 (広島拳友会) 築本 昭広(方上拳法ｸﾗﾌﾞ) 

小学4年女 原田 実和 (国府道場) 門田 茉那美(今治拳友会) 松永 麻鈴 (楠州会) 橋本 奈実 (国府道場) 宗本 有由 (楠州会) 

小学5年 井村 直貴(広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 川部 翔太 (瀬戸内道場) 南 颯馬 (国府道場) 今石開登 (広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 黒津 快斗 (楠州会) 

小学6年 光永 達哉 (土成道場) 鈴田 真生 (土成道場) 森川 陽貴 (土成道場) 米原 悠人 (土成道場) 武間 圭吾(方上拳法ｸﾗﾌﾞ) 

中学男子 丸岡 和生 (国府道場) 松尾 俊季 (土成道場) 今石 優飛(広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 山元 竜一 (瀬戸内道場) 大戸井 啓人 (土成道場) 

中学女子 藤原 翼 (瀬戸内道場) 二ノ宮遥香(広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 川﨑百恵子(瀬戸内道場) 高橋 佳江 (今治拳友会)  

 

試合部門 優勝 準優勝 第3位 敢闘賞 

一般女子 田村 麻由美 (今治拳友会) 楠橋 慶子 (今治拳友会) 木村 優里 (広島大学) 岡部 起代子 (今治拳友会) 

一般(段外) 宮川 昇蔵 (陸自善通寺) 松岡 雅芳 (陸自善通寺) 井上 翔太 (陸自善通寺) 田村 寛大 (陸自善通寺) 

【団体】 香川拳法ｸﾗﾌ  ゙ 中京大学拳真会 陸自善通寺Ａ 松山拳友会 

 

 

 

第7回 (団体戦)  (個人戦)    2011(平成23)年10月2日   今治市/緑の広場(運動公園)総合体育館  

試合部門 優勝 準優勝  優秀賞  

幼年 田村虎太郎 (今治拳友会) 井出 七星 (今治拳友会) 矢野正宗 (東温松山拳友会) 南  柊澄 (国府道場) 野端吟之介 (広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 

小学1・2男 岡田 真宙 (徳島県連盟) 廣瀬 合輝 (今治拳友会) 佐々木陸登(広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 濵  快翔   (志道館) 大西 天夢 (今治拳友会) 

小学1・2女 伊藤 凜香 (今治拳友会) 高橋 典子 (今治拳友会) 新舎菜々美 (岡山道場) 冨士原遥香(拳心館広島)  

小学3年 佐々木 悠(広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 谷本 真之輔 (総社道場) 谷川隼人（香川拳法ｸﾗﾌﾞ） 坂口 慎弥 (瀬戸内道場) 野端一葵 (広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 

小学4年 新舎 拓巳 (岡山道場) 門田 佳大 (今治拳友会) 村澤 悠太 (総社道場) 廣瀬 寛人 (今治拳友会) 寺尾 颯人 (徳島県連盟) 

小学5年男 丸岡 誠 (国府道場) 寺尾 光矢 (徳島県連盟) 梶原 千聖(国府道場) 植月 嵐丸 (広島拳友会) 山口 颯斗 (瀬戸内道場) 

小学6年男 南 颯馬 (国府道場) 川部 翔太(瀬戸内道場) 今石 開登(広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 福井 敦貴 (広島拳友会) 馬野 頑志 (岡山道場) 

小学5・6女 谷川 百華(香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 河上椎南 (東温松山拳友会) 門田茉那美 (今治拳友会) 橋本 奈実 (国府道場) 上田 果歩 (国府道場) 

中学1年 藤原 仁 (瀬戸内道場) 三馬 恭佑 (国府道場) 冨田 竜輝 (今治拳友会) 矢畑 克騎 (今治拳友会) 内田 大貴 (瀬戸内道場) 

中学2・3年 藤原 翼 (瀬戸内道場) 内田 健介 (瀬戸内道場) 黒田  諒(志道館) 三馬 和希(国府道場)  

 

試合部門 優勝 準優勝 第3位 敢闘賞 

高校生 上田 晃輝 (国府道場) 矢畑 颯斗 (今治拳友会) 濱尾 紘光 (徳島県連盟) 水流 元気 (広島拳友会) 

一般(段外) 大谷 翔司 (陸自善通寺) 平野 航太 (今治拳友会) 井上 翔太 (陸自善通寺) 大岡  忍 (陸自善通寺) 

【団体】 陸自善通寺Ａ  香川拳法ｸﾗﾌﾞ  陸自善通寺Ｂ  岡山商科大学日本拳法部A  
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日本拳法愛媛県選手権大会 歴代戦績一覧 

日本拳法創始80年   「２０１７年えひめ国体開催内定記念事業」 

第 8回 (団体戦)  (個人戦)    2012(平成24)年10月7日   今治市/緑の広場(運動公園)総合体育館  

試合部門 優勝 準優勝 第3位 敢闘賞 特別賞 

幼年 日下 悠斗 (国府道場) 南  柊澄 (国府道場) 冨士原侑子 (拳心館広島) 佐々木滉介 (広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 柳井 将希 (岡山北桜館) 

小学1年 井出 七星 (今治拳友会) 柴田 将成 (徳島県連盟) 藤本 祥太 (今治拳友会) 坂口 陽紀 (瀬戸内道場) 鈴木 竣汰朗 (総社道場) 

小学2年 新舎菜々美 (岡山北桜館) 八田 夏樹 (岩国道場) 佐々木陸登 (広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 竹内 成透 (岩国道場) 小倉 大虎 (東温松山) 

小学3年男 岡田 眞宙 (徳島県連盟) 柳井 隆希 (岡山北桜館) 大野 光輝 (香川拳法ｸﾗﾌﾞ)  廣瀬 合輝 (今治拳友会) 宗本 有生 (徳島県連盟) 

小学3年女 伊藤 凜香 (今治拳友会) 古川 そら (今治拳友会) 高橋 典子 (今治拳友会) 田村 百萌 (今治拳友会) 宮崎 愛子(今治拳友会) 

小学4年 坂口 慎弥 (瀬戸内道場) 佐伯 朱音 (今治拳友会) 佐々木 悠 (広島拳法ｸﾗﾌﾞ) 大野 雄大(香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 谷本 真之輔 (総社道場) 

小学5年 新舎 拓巳 (岡山北桜館) 門田 佳大 (今治拳友会) 寺尾 颯人 (徳島県連盟) 川崎 雄生 (今治拳友会) 冨士原直輝 (拳心館広島) 

小学6男 寺尾 光矢 (徳島県連盟) 梶原 千聖 (国府道場) 植月 嵐丸 (広島拳友会) 岡田 郁輝 (岩国道場) 宮本 滉平 (岩国道場) 

小学6女 橘 温 (徳島県連盟) 宗本 有由 (徳島県連盟) 二神 穂乃伽 (東温松山) 橋本 奈実 (国府道場) 森岡 未来 (総社道場) 

中学生 三馬 和希 (国府道場) 石川 大樹 (国府道場) 矢畑 克騎 (今治拳友会) 今石 優飛 (広島拳法ｸﾗﾌ  ゙ 藤原 仁 (瀬戸内道場) 

 

試合部門 優勝 準優勝 第3位 敢闘賞 

高校生 上田 晃輝 (国府道場) 矢畑 颯斗 (今治拳友会) 松木 武蔵 (今治拳友会) 坂井 達哉 (国府道場) 

高校一般女 藤原 翼 (瀬戸内道場) 田村 麻由美 (今治拳友会) 菊川 智鈴 (今治拳友会) 安岡 美樹 (今治拳友会) 

一般(段外) 橋口 竜一 (陸自善通寺) 岩津 未来 (岡山商科大学) 辻 啓太 (陸自善通寺)  井上  貴広 (岡山商科大学) 

【団体】 陸自善通寺Ａ  岡山県連盟拳友会 今治拳友会岡山北桜館合同 陸自善通寺C 

 

 
 
第9回 (団体戦)  (個人戦)    2013(平成25)年10月13日   今治市/緑の広場(運動公園)総合体育館  

試合部門 優勝 準優勝 第3位 敢闘賞 

幼年 森 悠真 (香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 冨士原侑子 (拳心館広島) 鈴木 竣汰朗 (総社道場) 池田 大城 (香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 

小学1年 田村 虎太郎 (今治拳友会) 柳井 将希 (岡山北桜館) 増田 悠寿 (徳島県連盟) 谷本 悠月 (総社道場) 

小学2年 井出 七星 (今治拳友会) 鈴木 竣汰朗 (総社道場) 秋元 来祈 (国府道場) 藤本 祥太 (今治拳友会) 

小学3年男 二神 洸心 (松山市連盟) 八田 夏樹 (岩国道場) 濵 快翔 (徳島会館) 亀田 修吾 (岩国道場) 

小学3年女 新舎菜々美 (岡山北桜館) 宮崎 萌子 (今治拳友会) 中野 碧 (香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 浜田 梨緒 (岡山北桜館) 

小学4年男 宗本 有生 (徳島県連盟) 廣瀬 合輝 (今治拳友会) 柳井 隆希 (岡山北桜館) 大野 光輝 (香川拳法ｸﾗﾌﾞ) 

小学4年女 古川 そら (今治拳友会) 宮崎 愛子(今治拳友会) 田村 百萌 (今治拳友会) 伊藤 凜香 (今治拳友会) 

小学5年 佐伯 朱音 (今治拳友会) 坂口 慎弥 (瀬戸内道場) 谷本 真之輔 (総社道場) 八田 小雪 (岩国道場) 

小学6年 佐伯 勇飛 (今治拳友会) 門田 佳大 (今治拳友会) 新舎 拓巳 (岡山北桜館) 廣瀬 寛人(今治拳友会) 

中学1・2男 岡田 郁輝 (岩国道場) 八田 一樹 (岩国道場) 宮本 滉平 (岩国道場) 安村 一颯 (岩国道場) 

中学3男 矢畑 克騎 (今治拳友会) 三馬 恭佑 (国府道場) 藤原 仁 (瀬戸内道場) 富永 涼 (徳島会館) 

中学生女 楠橋 美里 (今治拳友会) 橘 温 (徳島県連盟) 宗本 有由 (徳島県連盟) 森岡 未来 (総社道場) 

高校生 矢畑 颯斗 (今治拳友会) 山中 晴希 (岩国道場) 松木 武蔵 (今治拳友会)  

高校一般女 藤原 翼 (瀬戸内道場) 田村 麻由美 (今治拳友会) 大橋 志保 (白虎会) 神崎 由紀子(岡山道場) 

一般(段外) 山口 明尭 (岡山商科大学) 山内 歌吉 (陸自善通寺) 朽木 隆浩 (総社道場) 石井 雄紀 (岡山商科大学) 

【団体】 陸自善通寺Ａ  陸自善通寺B 岡山県拳友会 香川拳法クラブ 
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本　　　社　今 治 市 波 止 浜 赤 崎 6 ─ 1 1 3
　　　　　　T E L 　0 8 9 8 ─ 4 1 ─ 9 4 1 1
　　　　　　F A X 　0 8 9 8 ─ 4 1 ─ 8 6 0 7
松山営業所　松 山 市 別 府 町 4 3 5 ─ 4
　 　 　  T E L 　0 8 9 ─ 9 5 1 ─ 7 1 1 5
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今治プラザホテル
〒794-0026　愛媛県今治市別宮町１丁目 3-5

　TEL（0898）25-2500　FAX（0898）25-2501　
ニコニコマルマル

今治ヤンマー株式会社
〒799-1503　今治市富田新港１丁目 2番 6

　TEL　0898－47－4105
　　FAX　0898－47－4555　
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伊予船舶株式会社
愛媛県今治市東門町 4丁目2番地 2号

電　話（0898）32－6397
   F A X（0898）32－6398　

〒794-0033

〒794-0031
今治市恵美須町 2丁目 1番地 3
電 話  2 3 - 3 1 0 9 番（代表）
FAX  3 1 - 1 3 3 9 番
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株式会社愛 媛 海 産
〒794-0032
愛媛県今治市天保山町５丁目２－2
TEL 0898-24-1154  FAX 0898-33-3455
E-MAIL ekaisan@rapid.ocn.ne.jp
HOME PAGE http://www.kurushima.co.jp/　

大浦汽船株式会社
愛媛県今治市波方町郷甲 1377 番地11
TEL 今治（0898）4 1－9 1 7 5
FAX　　  （0898）4 1－6 0 5 7
　 郵便番号  7 9 9－2 1 1 0
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佐和建（株）
TEL 0898-33-9568　FAX 0898-33-9569
ＵＲＬ:http://www.sawa-ken.jp

【本社】〒794-0063 愛媛県今治市片山 2丁目 9-26

子供の未来に優しい環境づくりをめざして

土木工事業
リサイクル事業

さ　　　わ　　けん

土木工事、リサイクルなら「さわやかさわけん」にお任せください !

〒799－ 1521
愛媛県今治市古国分 1丁目 14 番 10 号
TEL（０８９８）４８－３０４３
FAX（０８９８）４８－３０５７

進宏海運株式会社
〒799-2101
愛媛県今治市波方町波方甲 2838
TEL（0898）4 1－ 9 6 9 9
FAX（0898）4 1－ 6 1 0 7
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本　社　今治市本町3丁目 2‐2
　　　　TEL0898‐32‐4444

営業所　新居浜・松山・印刷工房

月～土 曜 日
日曜日＆祝日

8:30～19:00（水曜日は17:30迄）
9:30～18:00

http://www.sujiya.co.jp

営業時間

西宝海運株式会社
〒794-0001今治市砂場2丁目 7番 15号

TEL　0898－25－1131
FAX　0898－25－1132

　

正和汽船株式会社
〒799-2101　愛媛県今治市波方町波方甲 2010 番地 1

　TEL（0898）41－8081 番
FAX（0898）41－6472 番

http://www.seiwakisen.co.jp/　

愛媛県今治市美須賀町 2丁目 5－2 〒794‒0034
5-2,2-Chome Misuka-cho,Imabari,Ehime,Japan
Tel.81-(0)898-22-6113  Fax:81-(0)898-32-3083
E-mail : soki@f4.dion.ne.jp
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太平海運株式会社
電話（０８９８）３２－２２３３（代表）
FAX（０８９８）３１－７７５２

〒794-0035　今治市枝堀町 2丁目 2番地 3

泰洋汽船株式会社
〒794-0059　今治市鯉池町1－1－８
電話 ０８９８－２３－７０９９
FAX ０８９８－２３－７０９８

たちばな海運有限会社
〒794-0082　愛媛県今治市南鳥生町3丁目 3－31

船舶塗装及び一般建築塗装

東洋防蝕工業株式会社
代表取締役　近　藤　博　香

今治市波止浜6番地143
TEL 0898-41-9961　FAX 0898-41-6602

info@toyobosyoku.com
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野田エンジニア
野田　勲 今治市宮下町 3丁目甲 1706-2

TEL・FAX 0898-35-3939
携帯 090-5140-7355
noda.engineer.1303@herb.ocn.ne.jp

〒794-0052

水 道 施 設 工 事・下 水 道 工 事
土木工事・外構工事・ブロック工事

橋本汽船株式会社
〒794-0052
今治市宮下町2丁目 3番 18 号
TEL ０８９８‒３２‒６７２７
FAX ０８９８‒３１‒０３８９

株式会社ベスト不動産
〒794-0044
愛媛県今治市蔵敷町1丁目 14 番地 2
TEL ０８９８‒３２‒６６８８
FAX ０８９８‒３２‒６６８９
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株式会社 丸 馬 銘 木
〒794-0035  愛媛県今治市枝堀町2丁目４－６

TEL （0898）㈹３２‒１６７８
FAX （0898）　 ３１‒５７７１

焼鳥まる屋
〒794-0042　愛媛県今治市旭町4丁目3-32
電話番号　（0898）32-3638
http://www7.ocn.ne.jp/～maruya00/

匠
株式会社  丸  匠株式会社  丸  匠

代表取締役  河 野 竜 也代表取締役  河 野 竜 也
〒799-1602
愛媛県今治市山口甲 6番地 5
TEL　0898－56－2699
携帯　090－1579－7014

〒799-1602
愛媛県今治市山口甲 6番地 5
TEL　0898－56－2699
携帯　090－1579－7014
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SHIKOKU IMABARI

〒794-0038　愛媛県今治市末広町１－２－７

TEL（0898）３２－２４６５

〒794-0038　愛媛県今治市末広町１－２－７

TEL（0898）３２－２４６５

吉田海運株式会社
TEL（０８９８）３１－３２６３
FAX（０８９８）３１－９３７１

　

〒794-0802　愛媛県今治市南鳥生町 2丁目 2－30
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白 石 自 動 車白 石 自 動 車

〒799-2113 今治市高部乙 96 番地の 10
TEL　（０８９８）４１－７０４０

有限
会社

オート・ボディー・ショップ

タイヤ・ホイールのプロショップ

タイヤサービス
タイヤ・ホイールのプロショップ

タイヤサービス

代表者　佐々木  智  也代表者　佐々木  智  也

ジェイジェイ

〒794-0065
愛媛県今治市別名５７６
TEL（0898）34－５７７５
FAX（0898）34－５７７５
携帯 090－3180－1718

〒794-0065
愛媛県今治市別名５７６
TEL（0898）34－５７７５
FAX（0898）34－５７７５
携帯 090－3180－1718

〒794－0031
愛媛県今治市恵美須町 1丁目3－3
　　 TEL（0898）３１－９４４０
　　 FAX（0898）３１－５１１４

錦城海運有限会社

株式会社　近松鈑金塗装
代表取締役　近 松 俊 明
愛媛県今治市別名 576 番地

株式会社　近松鈑金塗装
代表取締役　近 松 俊 明
愛媛県今治市別名 576 番地
〒794-0065
TEL.FAX（0898）33-1502

〒794－0026
愛媛県今治市別宮町 8丁目 2番 25 号
TEL（0898）２３－３７６８
FAX（0898）２３－８４９２

あすか汽船有限会社

〒794－0084
今治市延喜甲197－8
TEL（0898）　24－1655
FAX（0898）　24－1656

有限会社  アドバンス宅建
人に優しい住まい創り

アドバンス宅建
http://advance21.jp
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〒794-8522 今治市旭町 2丁目 3－4
今治国際ホテル１F

TEL（０８９８）３６－１８３８
FAX（０８９８）３６－１８３９

中 村 真 珠

マリン薬局
今治市馬越町３丁目３－１０
TEL（ 0 8 9 8） 2 3－ 0 6 0 5

いずみ薬局
今治市末広町１丁目６－２２
TEL（ 0 8 9 8） 3 3－ 3 8 7 4

有限会社  望 月 電 装有限会社  望 月 電 装

〒794-0007 今治市近見町２丁目１－47
TEL　（0898）23－8864
FAX （0898）23－8865

〒799－2107
愛媛県今治市波方町西浦甲 3346－1
TEL（0898）４１－９３９１
FAX（0898）４１－９５６８

日産汽船株式会社

TEL（0898）３２－５５０９
FAX（0898）３２－４７８８

矢野海事事務所

〒794－0013
愛媛県今治市片原町一丁目 2番地

（港湾ビル 2階）

祝　第 10回　日本拳法愛媛県選手権大会

日本拳法今治スポーツ少年団を応援します
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今治喜田村店
愛媛県今治市喜田村2-3-30
電話：0898-47-3545

今治市阿方甲 532－15
TEL 0898－33－1188
今治市阿方甲 532－15
TEL 0898－33－1188

焼き鳥  のま鳥焼き鳥  のま鳥

今治市桜井5丁目 6-9
電話 (0898)47-4011
携帯 080-3164-7263

〒799-1522

和左官
なごみ

〒794－0863
愛媛県今治市徳重７５－１
TEL（0898）３１－３９４６
携帯　090－3188－3607

愛　輝　板　金
雨樋・一般建築板金

一級技能士

代　表　亀 田 正 蔵

10

〒794－2395
今治市伯方町木浦甲3480－1
TEL（0897）７２－２８１４

住友生命保険相互会社
伯方瀬戸内支部
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代　表　　橋　本　昌　夫

祝　第10回日本拳法愛媛県選手権大会

徳島県鳴門市大津町大津野字西辰巳1－14
TEL 090－1577－3767

日本拳法 国 府 道 場

〒772-0031

〒719－1134
総 社 市 真 壁 ４ ２ ３ － １
TEL０９０－８２４６－３２３３

日本拳法総社道場
代　表　日谷　政規

事務所
愛媛県今治市大西町脇甲1825－29
TEL（0898）５３－４１４５㈹
FAX（0898）５３－３８６９

越智商事株式会社
船具 · 塗料 · 工具
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岡山県立瀬戸南高等学校
　日本拳法愛好会

10
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日本拳法徳島県連盟
会　長　樋　口　健　二　　理事長　清　原　眞　治

○　

○

○

○

○

徳島県徳島市城ノ内六　県立武道館
副道場長　武田　雅昭　濱尾眞一郎
名東郡佐那河内村下字中川原 21 番地ノ 2
道場長　橘　　只行　副道場長　元木　修司
徳島市応神町吉成字西吉成 91 番地ノ 5
道場長　井原　勇規　
板野郡松茂町中喜来字郡恵 305 番地ノ 5
道場長　樋口　健二　指導員　岡田　克雄
名東郡佐那河内村（佐那河内小学校）
道場長　林　　　實

本 部 道 場

緑 風 館

応 神 道 場

松 茂 道 場

佐那河内道場

連絡先　088-699-0051（樋口）

10



― 44 ―

日本拳法連盟 広島拳友会
代表　西　川　　修
（慶應義塾大学拳法部OB)

〒739-0047　広島県東広島市西条下見5-8-18
Tel.090-9069-2062    Fax.082-420-8354

osamu.nishikawa@nifty.com

祝日本拳法愛媛県選手権大会
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第 10回日本拳法愛媛県選手権大会第 10回日本拳法愛媛県選手権大会祝祝

日本拳法瀬戸内道場

瀬戸内市立邑久中学校格技場練習場所 毎週月曜日・金曜日
　19:00～21:00

代　表　者　野　崎　真　弘
指導責任者　藤　原　義　章

練習時間

祝　第 10 回日本拳法愛媛県選手権大会
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